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私の生物多様性と生物地理学における統合中立説の研究については，当時のペンシルベニア州立

大学のジャヤンス・バナヴァール，イゴール・ボルコフの両博士，パドヴァ大学のアモス・マリタ

ン博士にも感謝を申し上げなくてはなりません。この方々を始め，十数名の物理学者の方々にも，

中立説の範囲を広め，数学的扱いやすさを格段に高めてくださったことに対し，深く感謝いたしま

す。  
最後に，私の妻で，UCLA の生態学・進化生物学卓越教授であるパトリシア・アデール・ゴワテ

ィに感謝の気持ちを捧げたいと思います。この 20 年にわたり，妻は共同研究，見識，倫理面で私を

助けてくれたほか，中立説に関する本の草稿に何度も目を通して非常に有益な助言をくれました。  
 あらためて，このような素晴らしい栄誉を与えてくださったことに感謝申し上げます。私を支え

てくださった多くの研究者仲間とこの喜びを分かち合いたいと存じます。 

 

 

 

受賞者あいさつ（スティーブン・フィリップ・ハッベル博士） 

Dr. Stephen Philip Hubbell at the Presentation Ceremony 
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Acceptance Address by Dr. Stephen Philip Hubbell 
 
I am delighted and deeply honored to accept the 2016 International Prize for Biology. I am humbled that 
you have judged my work to be worthy of this Prize. Previous laureates include some of my greatest 
scientific heroes, biologists who have made enormous, fundamental, and lasting contributions to the 
disciplines with which I am most familiar: ecology, evolution, and systematics. Never in my wildest 
dreams did I imagine that I would one day join the ranks of such an eminent and illustrious group of 
scholars. Thank you so very much. 
 

First, I wish to thank their Majesties, the Emperor, and the Empress, for their long-term support of the 
biological sciences through the International Prize for Biology. In a recent editorial, the New York Times 
lamented that the Nobel prizes have not kept pace with the changing face of science in the modern world.  
I am grateful to the Emperor and Empress for a prize that recognizes achievements in the biological 
sciences that are increasingly critical to the future of humanity and the planet, including ecology, 
conservation biology, and evolutionary biology.   
 

Second, I thank the Japan Society for the Promotion of Science and the selection committee members 
who I am certain spent considerable time and effort on the nominating and selection process.   

 
Third, I honor my parents, Grace Griffin and Theodore Hubbell, both scientists, who taught me the 
intellectual pleasures of science and mathematics and the love of nature. My father, an entomologist and 
evolutionary biologist, took me on many expeditions to the Neotropics when I was a boy, where I 
became fascinated by the exuberance and variety of tropical life.   
 

In my empirical work, I am indebted to my many students and colleagues for their dedication and 
passion to understand the extraordinary biodiversity of tropical forests. Robin Foster of the Field 
Museum in Chicago, and Ira Rubinoff, former Director of the Smithsonian Tropical Research Institute, 
deserve special thanks. Robin and I launched the world’s first, 50 ha permanent tropical forest plot in 
1980 on Barro Colorado Island, Panama. From these BCI roots grew a global network of large plots, all 
following BCI protocols. Ira was instrumental in establishing the Center for Tropical Forest 
Science—CTFS—the international consortium that maintains the global plot network.   
 

I thank Peter Aston, Harvard University, who introduced me to the forests and foresters of Southeast 
Asia. Peter organized his Asian colleagues to set up plots using CTFS protocols. As a result, Asia now 
hosts the largest number of CTFS plots in the world. For this remarkable achievement, Peter Ashton was 
awarded the Japan Prize in 2007.   

 
I also thank Richard Condit, Senor Staff Scientist of the Smithsonian Tropical Research Institute for 
nearly 25 years, and Liza Comita, Assistant Professor at Yale University. Both colleagues, in attendance 
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today, have made enormous scientific contributions to CTFS, and they have also put considerable time 
and effort over the past two decades into training the next generation of CTFS scientists.    
 

Regarding my work on the neutral theory of biodiversity and biogeography, I must thank Jayanth 
Banavar and Igor Volkov, then at Penn State University, and Amos Maritan at the University of Padua. 
These and nearly a dozen other physicists greatly expanded the scope and mathematical tractability of 
neutral theory, for which I am immensely grateful.  
 

Finally, I thank Patricia Adair Gowaty, my wife and UCLA Distinguished Professor of Ecology and 
Evolutionary Biology, for her scientific collaboration, wisdom, and ethics over the past 20 years, and for 
her very helpful feedback from multiple readings of drafts of the neutral theory book.   

 
And so, once again, thank you so much for this wonderful honor, which I share with my many scientific 
colleagues, on whose shoulders I stand. 
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国際生物学賞賞牌 

 
昭和天皇は，長年にわたり相模湾において生物学的調査をお続けになられたが，その間，腔腸動

物・ヒドロ虫類に属するカゴメウミヒドラ科２種，即ちカゴメウミヒドラとキセルカゴメウミヒド

ラの標本を御採集になった。このうち，後者のキセルカゴメウミヒドラについては新属新種として

御記載になった。昭和天皇は，これらの種の外部形態，内部形態，生活環，分類上の位置などにつ

いて，くわしく御研究になり，それによって本科についての知見が著しく増大した。 
これらの種は，いずれも扇状の群体を形成し，枝は何度も分岐し，所々で枝の一部が融合連結し

ている。本科，とくにキセルカゴメウミヒドラの群体の一部がメダル上に図案化されている。 
地金は黒四分一（銅・銀・金の合金）という日本独自の銅合金を用い，文様は，幅の広い部分は

22 金，狭い部分は純金の象嵌で表している。 
 
デザイン  吉 田 左源二 東京芸術大学名誉教授 
制  作  飯 野 一 朗 東京芸術大学教授 
 

     
 

Medal of the International Prize for Biology    
 
During his long years of conducting a biological survey of Sagami Bay, among the specimens Emperor Showa 
focused on in his research were two species of the family Clathrozonidae (Coelenterata, Hydrozoa), namely 
Clathrozoon Wilsoni and Pseudoclathrozoon cryptolarioides.  
 
The medal of the International Prize for Biology is designed in a motif taken from a segment of a 
Pseudoclathrozoon cryptolarioides colony, and is made of a unique Japanese alloy called Shibuichi 
(composed of copper, silver and gold), with the patterns upon it being inlaid in gold. 
 

Designer:  Sagenji Yoshida 
(Professor Emeritus, Tokyo National University of Fine Arts and Music (renamed as 
Tokyo University of the Arts))  

Fabricator: Ichiro Iino, Professor 
 (Tokyo University of the Arts) 
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過去の受賞者 

 
 第１回（昭和 60 年，授賞分野は「系統・分類学を中心とする生物学」） 
 受 賞 者 エドレッド・ジョン・ヘンリー・コーナー博士（1906 年 1 月 12 日生，英国） 

ケンブリッジ大学名誉教授・ロンドン王立協会会員 
授賞理由 熱帯植物，特に東南アジアの植物の系統と分類の研究で大きな業績を挙げた。ま

た，コーナー博士が完成したドリアン理論(1949 年)に見られる動物と植物の共進

化及び役割転移の理論は，現在の系統分類学の基本的な理論とされている。 
 

第２回（昭和 61 年，授賞分野は「系統・分類学を中心とする生物学」） 
受 賞 者 ピーター・ハミルトン・レーブン博士（1936 年 6 月 13 日生，米国） 

ミズーリ植物園長・ワシントン大学教授 
授賞理由 植物の多様性の解析に，生物学のさまざまな手法を導入し，進化植物学・植物系

統分類学の近代化を推進した。昆虫と花の共進化（co-evolution）を科学的手法で

解析し，送粉の生物学を進化生物学の基礎として確立した。 
  
第３回（昭和 62 年，授賞分野は「発生生物学」） 
 受 賞 者 ジョン・バートランド・ガードン博士（1933 年 10 月 2 日生，英国） 
  ケンブリッジ大学細胞生物学教授・ロンドン王立協会会員 
授賞理由   両生類を用いて，細胞核や遺伝子を細胞内に注入することにより，生物の発生に

おける遺伝子の働きを解明し，発生生物学，細胞工学，さらに生物学全般の進展

に大きな影響を与えた。 
  
第４回（昭和 63 年，授賞分野は「集団生物学」） 

受 賞 者 木村 資生 博士（1924 年 11 月 13 日生，日本） 
国立遺伝学研究所名誉教授・日本学士院会員 

授賞理由   集団遺伝学における「拡散モデル」の研究，特に突然変異遺伝子が有限集団中で

ひろがり固定する確率や，有限集団中にどの程度の遺伝的変異が保有されるかと

いった問題など，集団遺伝学理論の近代的発展に貢献した。 
 

 第５回（平成元年，授賞分野は「海洋生物学」） 
受 賞 者 エリック・ジェームズ・デントン博士（1923 年 9 月 30 日生，英国） 

英国海洋生物学協会研究所（プリマス）元所長・ロンドン王立協会会員 
授賞理由 主として物理学的手法を用いた独創的な基礎研究で，海洋や海水がもつ物理的並

びに化学的な特徴に，海産動物がいかに適応して生存してきたかを明快に示し海

洋生物学のみならず生物学全般の進展に多大の貢献をした。 
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第６回（平成 2 年，授賞分野は「行動生物学」） 
受 賞 者 マサカズ・コニシ博士（1933 年 2 月 17 日生，米国） 

カリフォルニア工科大学教授・アメリカ科学アカデミー会員 
授賞理由 鳥類を材料として動物行動学及び脳神経生理学の面から，自然における動物の行

動発現機構について多くの新事実を明らかにし，これによってニューロエソロジ

ーを発展させるとともに情 報神経科学という新しい分野を開発し，行動生物学，

さらに生物学全般の進展に多大の貢献をした。 
                              
第７回（平成 3 年，授賞分野は「植物を中心とする機能生物学」） 

受 賞 者 マーシャル・デビッドソン・ハッチ博士（1932 年 12 月 24 日生，オーストラリア） 
オーストラリア連邦科学産業研究庁植物産業部主任研究員 

授賞理由 植物のもつ最も基本的な機能である光合成の炭酸固定機能の根幹をなす経路を発

見し，植物生理学の分野に大きな進展をもたらすとともに，植物分子生物学など

基礎生物学の分野や農学等の応用分野にも新たな影響を与えるなど，植物の機能

生物学，さらに生物 学全般の進展に多大の貢献をした。 
  
第８回（平成 4 年，授賞分野は「比較生理学」） 

受 賞 者 クヌト・シュミットニールセン博士（1915 年 9 月 24 日生，米国） 
デューク大学教授・アメリカ科学アカデミー会員 

授賞理由 動物生理学の面から，砂漠や海洋に生息する動物の適応に関する生理的機構につ

いて新事実を見いだし，各種動物が環境に適応するために，種を越えた共通の生

理的機能を持つことを明らかにすることにより，比較生理学，さらに生物学全般

の進展に多大の貢献をした。 
  
第９回（平成 5 年，授賞分野は「生態学」） 

受 賞 者 エドワード・オズボーン・ウィルソン博士（1929 年 6 月 10 日生，米国） 
ハーバード大学教授・アメリカ科学アカデミー会員 

授賞理由 アリ類を対象として，生態学，生物地理学，行動学の面から研究を行い，群集構

造，分布カースト分化，コミュニケーションなどについて多くの新知見をもたら

し，動物の社会行動の理解には，生態学，行動学，集団遺伝学の統合が必要であ

ることを説き，社会生物学を提唱するなど，生態学，さらに生物学全般の進展に

多大の貢献をした。 
 

第１０回（平成 6 年，授賞分野は「系統・分類を中心とする生物学」） 
受 賞 者 エルンスト・マイア博士（1904 年 7 月 5 日生，米国） 

ハーバード大学名誉教授・アメリカ科学アカデミー会員 
授賞理由 鳥類の分類学の研究を通じて分類学の基本的問題である種の概念について生物学

的種概念 を確立し，さらに種が地理的隔離によって小集団に分かれ，それぞれの

小集団間の遺伝的な違いが増大した結果，生殖隔離が成立して種の分化が完了す

るという異所的種分化理論を発展させるなど，生物分類学，さらに生物学全般の

進展に多大の貢献をした。 
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第１１回（平成 7 年，授賞分野は「細胞生物学」） 
 受 賞 者 イアン・リード・ギボンス博士（1931 年 10 月 30 日生，英国） 

ハワイ大学教授・ロンドン王立協会会員 
授賞理由 細胞運動・細胞骨格の分野において先駆的な研究を行い筋肉と並んで生体の運動

を担う鞭毛や繊毛の微細構造や運動の機構および細胞内物質輸送の機構を明らか

にするなど，細胞生物学，さらに生物学全般の進展に多大の貢献をした。 
 

第１２回（平成 8 年，授賞分野は「生殖の生物学」） 
受 賞 者 柳町 隆造 博士（1928 年 8 月 27 日生，日本） 

ハワイ大学教授 
授賞理由 生殖生物学，特に哺乳類の受精の分野において常に先端的な研究を行い，試験管

内での精子受精能獲得の成功をはじめ，受精能獲得に伴う精子運動の著しい昂進

現象の解明などを行い，基礎面のみならず応用面の発展をもたらすとともに，生

物学全般の進展に多大の貢献をした。 
 

第１３回（平成 9 年，授賞分野は「植物科学」） 
受 賞 者 エリオット・マーチン・マイエロヴィツ博士（1951 年 5 月 22 日生，米国） 

カリフォルニア工科大学（生物学）教授 
授賞理由 アブラナ科のシロイヌナズナをモデル実験植物として，植物の発生や分化，特に

器官や組織 の形成，さらに物質代謝などの植物における固有の生命現象を遺伝子

レベルで解析する手法を確立することにより，植物分子遺伝学の分野における基

礎的研究の進展に寄与するとともに，植物科学全体の発展に多大な貢献をした。 
  
第１４回（平成 10 年，授賞分野は「多様性の生物学」） 

受 賞 者 オットー・トーマス・ソルブリーグ博士（1930 年 12 月 21 日生，米国） 
ハーバード大学教授 

授賞理由 植物の多様性の起源と進化の研究に卓抜した業績を挙げるとともに近年の地球環

境変動が 生物多様性に与える影響にいち早く着目して，地球的規模の統合的な生

物多様性研究の重要性を唱え，国際共同研究の推進に指導的な役割を果たすなど，

多様性生物学ひいては生物学全般の進展に多大な貢献をした。 
  
第１５回（平成 11 年，授賞分野は「動物生理学」） 

受 賞 者 江橋 節郎 博士（1922 年 8 月 31 日生，日本） 
日本学士院第２部部長・東京大学名誉教授 

授賞理由 動物生理学上の大きな問題点であった，骨格筋が運動神経からの刺戟によって興

奮し収縮 する仕組みについて，筋小胞体のカルシウムイオン取込みの発見によっ

て解明を図るなど，動物生理学の研究において卓抜した業績を挙げるとともに，

生物学の発展に多大な貢献をした。 
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第１６回（平成 12 年，授賞分野は「発生生物学」） 
受 賞 者 シーモア・ベンザー博士（1921 年 10 月 15 日生，米国） 

カリフォルニア工科大学教授 
授賞理由 キイロショウジョウバエを材料として，人為的に遺伝子に突然変異を誘発させた

感覚器，中枢神経系および運動系などの行動異常突然変異体の分離と，それらの

遺伝的解剖による解析によって，脳神経機能の遺伝子機構ならびに神経系の発生，

分化の機構解明に先駆的な寄与するとともに，生物学の発展に多大な貢献をした。 
 

第１７回（平成 13 年，授賞分野は「古生物学」） 
受 賞 者 ハリー・ブラックモア・ウィッティントン博士（1916 年 3 月 24 日生，英国） 

ケンブリッジ大学名誉教授 
授賞理由 長年にわたり三葉虫類の体構造・生態・進化に関する傑出した研究を続け，この

化石生物に関する生物学的知見を著しく高めた。また，バージェス動物群の研究

チームを率いて，カンブリア紀に起こった驚くべき多細胞動物の爆発的分化を具

体的に明らかにし，地球生命史の新しい解釈に大きく貢献をもたらすとともに，

生物学全般の進展に多大の貢献をした。 
 

第１８回（平成 14 年，授賞分野は「進化生物学」） 
受 賞 者 根井 正利 博士（1931 年 1 月 2 日生，米国） 

ペンシルベニア州立大学教授 
授賞理由 生物集団の遺伝的多様性や生物種間の進化的関係を分子レベルで研究するため，

生物種が分岐した時間を正確に推定する方法や自然淘汰が働いている遺伝子領域

を検出する方法など，さまざまに斬新な統計的手法を独自に編み出すことにより，

現代の分子進化生 物学の理論的な基礎を築くとともに生物学の発展に多大な貢献

をした。  
 

第１９回（平成 15 年，授賞分野は「細胞生物学」） 
 受 賞 者 井上 信也 博士（1921 年 1 月 5 日生，米国） 

ウッズホール海洋生物学研究所勲功科学者 
授賞理由 細胞生物学の中心的な課題のひとつである細胞分裂を中心に研究をし，生物試料

用偏光顕微鏡の開発など，光学顕微鏡技術を抜本的に改良することによって，生

きている細胞の中で起こる微細構造の変化を動的に観察することを可能にし，細

胞分裂，細胞骨格，細胞運動などの分野の発展に大きく貢献した。 
  

第２０回（平成 16 年，授賞分野は「系統・分類を中心とする生物学」） 
受 賞 者 トーマス・キャバリエ－スミス博士（1942 年 10 月 21 日生，英国・カナダ） 

オックスフォード大学動物学科教授 
授賞理由 自身の専門である細胞生物学・電子顕微鏡学・分子生物学の知見のみならず，生

物学のあらゆる領域の最新の知識に基づいて，生物界全体の分類を詳細かつ大胆

に整理・体系化した。なかでも，それまでの「五界説」に対して，新たにクロミ

スタ界を加えた「六界説」を提唱するなど，より自然な分類体系の構築に貢献し

た。  
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第２１回（平成 17 年，授賞分野は「かたちの生物学」） 
 受 賞 者 ナム-ハイ・チュア博士（1944 年 4 月 8 日生，シンガポール）  
               ロックフェラー大学植物分子生物学研究室 教授 
授賞理由 植物の光による遺伝子発現の誘導について，分子レベルの研究を行い，光誘導型

遺伝子にするタンパク質と遺伝子の構造を解明した。また，葉緑体へのタンパク

質輸送に必要な「トランジット配列」を発見し，植物の形態形成に関し多大な貢

献をした。  
  

第２２回（平成 18 年，授賞分野は「時間生物学」） 
受 賞 者 サージ・ダアン博士（1940 年 6 月 11 日生，オランダ）  

               グローニンゲン大学 ニコ・ティンバーゲン行動生物学教室 主任教授 
授賞理由 多様な動物の行動や睡眠から，生物が持つ周期活動（約24時間の日周期や年周期，

生物時計）の基本的役割やメカニズムを解明し，時間生物学の基礎を確立した。

また，その研究成果は季節性情動障害や時差ぼけの治療に応用されるなど，広く

我々の日常生活にも役立っている。 
 
第２３回（平成 19 年，授賞分野は「遺伝学」） 
 受 賞 者   デビッド・スウェンソン・ホグネス博士（1925 年 11 月 17 日生, 米国） 
        スタンフォード大学医学部 発生生物学・生化学教室 名誉教授  
  授賞理由  高等真核生物の遺伝子の構造と機能，発現制御機構の研究を推進。遺伝子解析技

術の開発を含めて，遺伝子に関する今日の我々の理解の基礎となる数多くの研究

成果を挙げた。 
 
第２４回（平成 20 年，授賞分野は「生態学」） 
 受 賞 者   ジョージ・デイビット・ティルマン博士（1949 年 7 月 22 日生, 米国） 
        ミネソタ大学 生態・進化・行動学教室 教授  
  授賞理由  生物多様性の成立とその維持機構，および生態系の機能ならびに安定性との関係

に関して，理論と長期野外実験の両面で他の追随を許さない優れた研究成果をあ

げ，生態学および関連分野に多大な影響を与えた。 
 

第２５回（平成 21 年，授賞分野は「感覚の生物学」） 
 受 賞 者   ウィンスロー・ラッセル・ブリッグス博士（1928 年 4 月 29 日生, 米国） 
        カーネギー研究所植物学部門 名誉部門長  
  授賞理由  植物の光反応機構を研究し ，植物が光の方向を認識するための光受容体である青

色光受容タンパク質フォトトロピンを発見した。この発見は，バクテリアから種

子植物に至る多くの生物における光反応の研究に多大な貢献をした。 
 

第２６回（平成 22 年，授賞分野は「共生の生物学」） 

 受 賞 者   ナンシー・アン・モラーン博士（1954 年 12 月 21 日生, 米国) 
        イェール大学，生態・進化生物学部門 教授  

   授賞理由   昆虫類およびその体内に存在する共生細菌の間にみられる密接な共進化関係につ

いて，分子生物学，ゲノム科学，実験生物学および理論生物学などの多彩なアプ

ローチを駆使することにより，他の追随を許さない多くの優れた研究成果を挙げ，

本研究分野の近年の発展に大きく貢献をした。 
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第２７回（平成 23 年，授賞分野は「発生生物学」） 

受 賞 者   エリック・ハリス・デヴィドソン博士（1937 年 4 月 13 日生, 米国） 

      カリフォルニア工科大学 生物学科 教授 
授賞理由  動物の発生の分子メカニズムの研究で，“遺伝子調節ネットワーク”という概念を

理論的に提唱し，それを実験により証明した。この研究は発生生物学のみならず，

遺伝学，細胞生物学，分子生物学，神経生物学，免疫生物学など多くの分野に大

きなインパクトを与え，生物学全体に大きく貢献をした。 

 
第２８回（平成 24 年，授賞分野は「神経生物学」） 

受 賞 者   ジョセフ・アルトマン博士（1925 年 10 月 7 日生, 米国） 

      パデュー大学 名誉教授 
授賞理由  1960 年代に哺乳類の成体の脳の特定部位で神経細胞（ニューロン）が産生され続

けていることを証明した。博士の発見は 30 年後に再確認され，神経科学，幹細胞

生物学，精神医学，神経内科学などを融合する医学・生物科学の新たな一分野の

礎を築き，生物学全体に大きな進展をもたらしてきた。 

 

第２９回（平成 25 年，授賞分野は「進化生物学」） 

受 賞 者   ジョセフ・フェルゼンシュタイン博士（1942 年 5 月 9 日生,米国） 

ワシントン大学 教授 

授賞理由  1981 年に DNA の塩基配列データから遺伝子の系統樹を最尤法（さいゆうほう）

を用いて推定する方法を発表した。この研究を含めた博士の分子系統学の研究成

果およびそれらにもとづく系統樹推定ソフトウェアパッケージ PHYLIP をひろく

提供してきたことは，進化系統学の展開に大きな貢献をしただけでなく，進化生

物学全体に大きな進展をもたらしてきた。 

 

第３０回（平成 26 年，授賞分野は「系統・分類を中心とする生物学」） 

受 賞 者   ピーター・クレイン博士（1954 年 7 月 18 日生,英国） 

イェール大学 教授 
  授賞理由     植物の系統，進化史研究において，1970 年代まで別々に進められていた古生物学

からの情報と現生植物からの情報を統合して解析するという新しい視点での研究

を世界で初めて行った。クレイン博士は世界に先駆けた研究手法を用いて常に植

物の系統解析研究をリードするとともに，植物多様性の一般社会における理解増

進及びその保全への貢献についても高く評価されている。 
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第３１回（平成 27 年，授賞分野は「細胞生物学」） 

受 賞 者   大隅 良典博士（1945 年 2 月 9 日生,日本） 

東京工業大学 栄誉教授 
  授賞理由     オートファジー（自食作用）の分野で先駆的かつ偉大な業績を挙げてきた。それ

まで電子顕微鏡による観察の報告しかなかったオートファジーという現象に，分

子レベルのメスを入れ，その詳細な機構を解明したばかりでなく，発生，疾患，

感染などのさまざまな場面における重要性を明らかにし，オートファジー研究を

世界の生命科学研究の先端的研究分野へと牽引した。 
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The Past Recipients of the Prize 
 

1985 (Taxonomy or Systematic Biology) 
Prof. Edred John Henry Corner 
Professor Emeritus, University of Cambridge, U.K. 
 

1986 (Systematic Biology and Taxonomy) 
Dr. Peter Hamilton Raven 
Director, Missouri Botanical Garden, U.S.A. 
 

1987 (Developmental Biology) 
Sir John Bertrand Gurdon 
John Humphrey Plummer Professor, University of Cambridge, U.K. 
 

1988 (Population Biology) 
Dr. Motoo Kimura 
Professor Emeritus, National Institute of Genetics, Japan 
 

1989 (Marine Biology) 
Sir Eric James Denton 
Retired Director, Marine Biological Association Laboratory, Plymouth, U.K. 
 

1990 (Behavioral Biology) 
Prof. Masakazu Konishi 
Bing Professor, California Institute of Technology, U.S.A. 
 

1991 (Functional Biology of Plants) 
Dr. Marshall Davidson Hatch 
Chief Research Scientist, Division of Plant Industry, CSIRO, Australia 
 

1992 (Comparative Physiology and Biochemistry) 
Prof. Knut Schmidt-Nielsen 
James B. Duke Professor of Physiology, Duke University, U.S.A. 
 

1993 (Ecology) 
Prof. Edward Osborne Wilson 
Professor of Science and Curator in Entomology,  
Museum of Comparative Zoology, Harvard University, U.S.A. 
 

1994 (Systematic Biology and Taxonomy) 
Prof. Ernst Mayr  
Professor Emeritus, Harvard University, U.S.A. 
 

1995 (Cell Biology) 
Prof. Ian Read Gibbons 
Professor, Kewalo Marine Laboratory, University of Hawaii, U.S.A. 
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1996 (Biology of Reproduction) 

Prof. Ryuzo Yanagimachi 
Professor, Medical School, University of Hawaii, U.S.A. 
 

1997 (Plant Science) 
Prof. Elliot Martin Meyerowitz 
Professor, California Institute of Technology, U.S.A. 
 

1998 (The Biology of Biodiversity) 
Prof. Otto Thomas Solbrig 
Bussey Professor of Biology, Harvard University, U.S.A. 
 

1999 (Animal Physiology) 
Prof. Setsuro Ebashi 
Chair of the Section II, The Japan Academy 
Professor Emeritus, University of Tokyo, Japan 
 

2000 (Developmental Biology) 
Prof. Seymour Benzer 
James Griffin Boswell Professor of Neuroscience,   
California Institute of Technology, U.S.A. 
 

2001 (Paleontology) 
Dr. Harry Blackmore Whittington  
Professor Emeritus, University of Cambridge, U.K. 
 

2002 (Biology of Evolution) 
Dr. Masatoshi Nei  
Evan Pugh Professor of Biology, Pennsylvania State University, U.S.A. 
 

2003 (Cell Biology) 
Dr. Shinya Inoué  
Distinguished Scientist, Marine Biological Laboratory, Woods Hole, U.S.A. 
 

2004 (Systematic Biology and Taxonomy) 
Dr. Thomas Cavalier-Smith 
Professor, Department of Zoology, University of Oxford, U.K. 
 

2005 (Structural Biology in Fine Structure, Morphology and Morphogenesis) 
Prof. Nam-Hai Chua 
Professor, Laboratory of Plant Molecular Biology,  
The Rockefeller University, U.S.A. 
 

2006 (Chronobiology) 
Dr. Serge Daan  
Professor, Niko Tinbergen Chair in Behavioral Biology,  
University of Groningen, The Netherlands 
 

 

31



32 

 
2007 (Genetics) 

Dr. David Swenson Hogness  
Munzer Professor of Developmental Biologyand of Biochemistry, Emeritus 
Stanford University School of Medicine, U.S.A. 
 

2008 (Ecology) 
Dr. George David Tilman 
Regents’ Professor, Department of Ecology, Evolution, and Behavior, 
University of Minnesota, U.S.A. 
 

2009 (Biology of Sensing) 
Dr. Winslow Russell Briggs 
Professor Emetitus, Department of Plant Biology, 
Carnegie Institution of Washington, U.S.A. 
 

2010 (Biology of Symbiosis) 
Dr. Nancy Ann Moran  
William H. Fleming Professor, Department of Ecology and Evolutionary Biology 
Yale University, U.S.A.  
 

2011 (Developmental Biology) 
Dr. Eric Harris Davidson 
Norman Chandler Professor of Cell Biology, 
California Institute of Technology, U.S.A. 
 

2012 (Neurobiology) 
Dr. Joseph Altman 
Professor Emeritus, Purdue University, U.S.A. 
 

2013 (Biology of Evolution) 
Dr. Joseph Felsenstein 
Professor, University of Washington, U.S.A. 
 

2014 (Systematic Biology and Taxonomy) 
Prof. Sir Peter Crane FRS 
Professor, Yale University, USA 
 

2015 (Cell Biology) 
Dr. Yoshinori Ohsumi 
Honorary Professor, Frontier Research Center, Tokyo Institute of Technology 

 
 

32



33 

国際生物学賞の概要 

 

趣  旨 昭和天皇の御在位６０年と長年にわたる生物学の御研究を記念するとともに，本

賞の発展に寄与されている今上天皇の長年にわたる魚類分類学（ハゼ類）の御研

究を併せて記念し，生物学の奨励を図る。 

 
名  称 和文名  国際生物学賞 
  英文名  International Prize for Biology 
 
委員会組織 国際生物学賞委員会 
 構 成 ４０名以内の委員で構成され，委員長は委員の互選により選出され

る。本委員会の下に審査委員会及び基金委員会を置く。 
 所在地 東京都千代田区麹町５－３－１ 

 独立行政法人日本学術振興会 
設 置 昭和６０年４月２５日 

 
受 賞 者 生物学の研究において世界的に優れた業績を挙げ，世界の学術の進歩に大きな貢

献をした研究者。原則として毎年１人とする。 
 
授賞分野 授賞分野は，国際生物学賞委員会が毎年決定する。 

          

選  考 国際生物学賞委員会が毎年度選定する分野における研究者について，内外の関係

学術機関・団体及び有識者からの推薦に基づき，国際生物学賞委員会の審査委員

会が審査選考し，国際生物学賞委員会で決定する。 
 
顕  彰 受賞者には，国際生物学賞（賞状，賞牌及び賞金 1,000 万円）を授与する。また，

例年，受賞者には賜品が下賜されている。 
 
授 賞 式 授賞式は，毎年行う。また，授賞式にあわせて国際生物学賞記念シンポジウム及

び受賞者講演会が開催される。 
 
基  金 本賞のため，寄付金による特別基金が独立行政法人日本学術振興会に設けられて

いる。 
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国際生物学賞委員会委員名簿 

 
 （平成 29 年 2 月現在） 

 

委 員 長 廣 中 平 祐  (日本学士院第二部部長） 

副 委 員 長  豊 島 久真男 （理化学研究所研究顧問） 

顧問・基金委員長 榊 原 定 征 （日本経済団体連合会会長） 

第 32回審査委員長 福 田 裕 穂 （東京大学大学院理学系研究科教授） 

青 木   清 （上智大学名誉教授） 

幹事 阿 形 清 和 （学習院大学大学院理学系研究科教授） 

浅 島   誠 （日本学術振興会学術顧問） 

安 西 祐一郎 （日本学術振興会理事長） 

井 上   弘 （日本民間放送連盟会長） 

岩 槻 邦 男 （東京大学名誉教授） 

上 田 良 一 （日本放送協会会長） 

岡   良 隆 （日本動物学会会長） 

勝 野   哲 （電気事業連合会会長） 

川那部 浩 哉 （京都大学名誉教授） 

木 村   康 （石油連盟会長） 

小 林 栄 三 （日本貿易会会長） 

西 川 廣 人 （日本自動車工業会会長） 

佐 藤 矩 行 （沖縄科学技術大学院大学教授） 

志 賀 重 範 （日本電機工業会会長） 

志 村 令 郎 （京都大学名誉教授） 

白 石 興二郎  (日本新聞協会会長) 

武 田 洋 幸 （東京大学大学院理学系研究科教授） 

戸 部   博 （日本植物学会会長） 

幹事 長 濱 嘉 孝 （愛媛大学社会連携推進機構教授） 

中 村 満 義 （日本建設業連合会会長） 

根 岸 秋 男 （生命保険協会会長） 

林   良 博 （国立科学博物館館長） 

 藤 吉 好 則 （名古屋大学細胞生理学研究センター・創薬科学研究科特任教授） 

星   元 紀 （東京工業大学名誉教授） 

馬 渡 駿 介 （北海道大学名誉教授） 

毛 利 秀 雄 （東京大学名誉教授） 

和 田 正 三 （東京都立大学名誉教授） 
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国際生物学賞基金寄付者名簿 

 

 

平成 28年 1月～平成 28年 12月 寄付者（五十音順） 

 

青木 清           様     株式会社成茂科学器械研究所  様  

 

公益財団法人加藤山崎教育基金 様     公益社団法人日本動物学会   様 

 

公益財団法人三菱財団     様     星 元紀           様   

 

毛利 秀雄          様 

 

当基金にご寄付を賜りましたことに対し，ここに厚く御礼申し上げます。国際生物学賞に係る諸

経費に充当させていただき，そのご厚情にお応えする所存です。 

 
 

 
ご寄付のお願い 

 
国際生物学賞は，日本学術振興会内に国際生物学賞基金を設け，皆様の寄付金により運

営されています。本賞をこれからも末永く維持・発展させていくためには，皆様の寄付が

必要不可欠であり，本賞を運営している国際生物学賞委員会は寄付金を募集しています。

何卒，ご協力いただきますよう，よろしくお願い申し上げます。 
ご寄付にあたりましては，誠にご面倒お掛けしますが，本賞ホームページ

（http://www.jsps.go.jp/j-biol/02_donation_subscription.html）にございます申込書をご郵送願

います。 
また，寄附金につきましては，下記銀行の「独立行政法人日本学術振興会国際生物学賞

基金」の口座にお振り込みくださるようお願いいたします。 
 

○ お振り込み先： 三井住友銀行東京公務部 
        普通預金 口座番号：3006718 
        独立行政法人日本学術振興会国際生物学賞基金 
 

○ 寄付についての連絡先： 
独立行政法人日本学術振興会国際事業部国際企画課 
〒102-0083 東京都千代田区麹町５－３－１ 
TEL：03-3263-1724/1918   FAX：03-3234-3700 
 

＜寄付金に対する税制上の優遇措置＞ 

日本学術振興会への寄付金は，特定公益増進法人に対する寄付金として取り扱われ，    
寄付金が２千円以上の場合は，税制上の優遇措置が認められます。  
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事務局  〒102-0083 東京都千代田区麹町５－３－１ 

   国際生物学賞委員会 
独立行政法人日本学術振興会 

   Tel：03-3263-1724/1918 Fax：03-3234-3700   
http://www.jsps.go.jp/j-biol/index.html 

 
Committee on the International Prize for Biology  

 Japan Society for the Promotion of Science (JSPS) 
          5-3-1 Kojimachi, Chiyoda-ku, Tokyo 102-0083, Japan 
   http://www.jsps.go.jp/english/e-biol/index.html 
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